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はじめに 

　 

街路樹は、私たちの生活の中にたくさんの恵みを与えてくれており、緑の潤いのある空間創出、

悪天候などによる視界不良時における視線誘導機能や防風防雪機能、歩車道分離による車両の

路外逸脱防止、歩行者の保護、酸素の供給、大気浄化など役割は様々です。 

 

戦後の高度経済成長期には、道路整備の進捗に合わせて全国的に植栽されてきており、本市で

も道路整備、とりわけ都市計画道路の整備に合わせた植栽が進み、市内全体の街路樹本数は約

5,700 本（令和５年３月現在）となっています。これらの街路樹は魅力的な道路景観の一部と

なるなど、本市の良好な都市環境向上に大きく貢献しました。 

 

しかし、植栽から一定期間が経過し成長が進んだ街路樹の一部では、大木化や老木化が進み、

枯枝の落下や倒木等による事故のリスクが増大し、道路交通の安全に影響を及ぼすとともに、一

部の街路樹では紅葉期の落ち葉による沿線住民への負担が増加してきています。 

 

それに加え、街路樹の大木化により交通信号機や交差点で進入車が見えづらくなることで安

全運転に支障が出たり、歩道での根上りによって歩行者の通行に支障が生じたりするなどの課

題も発生してきました。 

 

こうした街路樹の大木化や老木化の進行によって引き起こされる様々な課題に対し、現在の

維持管理体制のままでは、維持管理費の増大による財政面での負担増加や健全な樹形管理を保

つことが困難となることが懸念され、質の高い維持管理を施すための新たな取り組みへと転換

し、諸課題に対応していく必要があります。 

 

個々の街路樹がより健全に美しく生育できる環境と安全で快適な道路空間・歩行空間が両立

するよう、人口規模に見合った適正な街路樹本数と、持続可能な維持管理体制の確立を目的とし

て、滝川市街路樹適正化計画を策定します。 
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第１章　滝川市の街路樹 

（１）街路樹の定義と状況 

1）定義 

街路樹とは、道路管理者が設置する道路の附属物であり（道路法第 2 条第 2 項）、道路用地内

に高木・中木・低木などが植栽されている植樹帯を指します。 

道路空間内の緑陰として、まちに潤いと安らぎを与える効果に加え、景観向上、環境保全、交

通安全、防災機能などその役割は多岐にわたっており、道路の構造の保全、安全かつ円滑な道路

交通の確保をする上で重要な施設となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修景機能

景観統合・調和機能
景観向上機能

遮へい機能

地域への愛着醸成機能

生活環境保全機能

環境保全機能 自然環境保全機能

地球温暖化緩和機能

緑陰形成機能（休憩・休息・快適空間の提供）

遮光機能

視線誘導機能

交通安全機能 交通分離機能

指標機能

衝撃緩和機能

飛砂・地吹雪防止機能

雪崩等防止機能

防災機能 浸食防止機能

延焼防止機能

建物倒壊防止機能

図　道路緑化の機能
出典：「道路緑化技術基準・同解説」
（公社）日本道路協会（2016.3）



 
3 

 

２）状況 
滝川市は、北海道のほぼ中央、札幌市と旭川市の間の空知管内石狩平野北部に位置し、国内

３番目の長さを誇る石狩川と、その支流空知川に囲まれた位置に都市を形成しています。 

また、西部を流れる石狩川に向かい、幾つもの小河川が東部の山地・丘陵地から注いでおり、

空知川の北側には、河川の流れに沿って発達した河岸段丘が東へ線上に延びる斜面緑地とし

て残っており、全体として潤いにあふれた緑豊かな都市となっています。 

一方で、市街地内には緑が少なく、市街化による環境や景観の悪化を防ぐため、道路整備に

合わせて街路樹の植栽が進みました。 

平成 13 年に策定した「滝川市緑の基本計画」では、「緑の活用」「緑文化の普及」を施策の

柱として掲げ、景観形成や環境改善に効果的な街路樹の植栽と保全を進めてきました。 

現在滝川市が把握・管理している街路樹は約 5,700 本あり、駅前などの中心街にはプラタ

ナス、南北方向の市道にイチョウ、東西方向の市道にナナカマドが多く植栽されており、特に

東二号通（東第１授業場通り線）に植栽されているイチョウ並木の紅葉は、本市の四季を彩る

名所としての景観が形成されています。 

 

 

 

 植樹種別 設置延長（ｍ） 延べ延長（ｍ）

 ナナカマド 5,122.79 9,115.75

 プラタナス 13,917.24 26,914.13

 ネグンドカエデ 854.99 1,661.39

 イチョウ 9,147.11 15,826.62

 ハシドイ 252.95 283.13

 ヤマザクラ 2,555.33 4,193.31

 トチノキ 250.08 485

 ミズナラ 332.68 631.63

 その他 8,281.82 13,490.93

 総合計 41,400.80 73,742.47

資料：滝川市道路台帳 歩道植樹種別調書
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（２）街路樹の課題 
 

街路樹は植栽から一定期間が経過し、一部では大木化や老木化が進み、台風等で倒木が相次ぐ

など、植栽当初には想定していなかった課題が顕在化してきています。 

更に一部の街路樹では更新時期を迎えるなど、近い将来に植え替えの検討が必要となること

も予想されます。また、今後の一層の大木化や老木化を考慮しますと、これまでと同様の対応で

は今後全ての街路樹を安全に維持していくことが困難な状況に陥る恐れがあります。 

街路樹の安全性を確保し、その機能を持続可能な形で発揮させていくためには、量的確保から

質の向上へ取り組みの方向性を見直す必要があります。 
 
 

1）大木化・老木化による樹木の健全性の低下 
多くの街路樹は植栽から数十年が経過しており、大木化や老木化が進んでいます。更に道路沿

線の市街化が進むことにより、道路上空に多くの電線が張り巡らされる等、街路樹の周辺環境も

植栽時とは変わってきています。そのため、街路樹の一部は、樹木が生育するための十分な空間

確保ができず、健全な生育が妨げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇強剪定による樹勢の低下 

限られた予算の中で街路樹を剪定していますが、特に大きく

育つ樹種（プラタナス）については、維持管理費の低減を目的

としてその成長速度に応じてやむを得ず樹冠を強く剪定せざ

るを得なくなり、その結果、剪定直後は景観的に見苦しいだけ

でなく、樹木にとっても過大なストレスとなり、樹勢の低下が

見られます。

〇生育空間の不足 
近接した植樹により個々の樹木が十分に生育せず、病害伝染

も危惧されます。 

〇病害虫による劣化 
老木化することで病害虫に侵されやすくなり、劣化するこ

とで倒木等の危険が増します。 
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2）道路空間の安全性の阻害 
信号や交差点・道路照明に近接した場所に植樹された街路樹は、その時々の状況を見て剪定す

るなどの対応はしているものの、成長した枝葉が信号や標識などを隠したり、進入車両や通行者

を見えづらくしたりする場合があり、交通安全上の支障になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

3）歩道における快適性の阻害 
伸びた根が歩道の舗装やインターロッキングブロックを持ち上げる根上りが、歩行者の通行

の支障になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇信号や標識等の視認性低下 
植栽当初は若木だった街路樹も、植栽から数十年を経過し成長

が非常に早いプラタナスを始め幹周が 120 ㎝を超えるほど大き

く成長しているものが少なからず存在してきました。張り出した

枝葉などで標識や信号を隠し、視認性を低下させている場合があ

ります。 

〇交差点部・横断歩道の見通し低下 
交差点部や横断歩道などに近接した樹木の成長により、視認性や

見通しを悪くしている場合があります。 

〇根上りによる歩行妨害 
根上りにより歩道路面の凹凸が発生し、歩行者などの通行を

阻害する場合があります。 

〇大木化や枝張りによる障害 
大木化や枝張りで歩行空間を狭めたり、歩行者に支障となっ

たりする場合があります。 



 
7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4）景観の阻害 
市街地の街路樹等の保全生育にかかる指針が定められておらず、強風等の気象環境による生

育不良や周辺建物等への影響から剪定を繰り返す等の過度な剪定によって、健全な樹形が損な

われた樹木が散見されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇歩道占拠 
植樹桝が歩道幅員を過度に狭め、有効幅員が確保されてい

ない場合があります。 

〇樹形の悪化による景観の阻害 
一定の風向きにさらされ続けたため、本来の樹形を失い、景

観を阻害している場合があります。 
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５）管理費の状況 
街路樹の成長により大木化・老木化した街路樹が増えることで、街路樹１本当たりの管理コス

トが増加する一方、財政健全化計画を推進してきたことなどによる財政的な事情から現在の管

理本数に必要な管理費に対して、実際の管理費予算は３分の１程度となっており、健全な樹形が

損なわれた樹木や強剪定によって緑量を抑制したことが原因で枯れ木が発生するなど、十分な

管理ができていない状況にあります。このままの状態が続けば、街路樹の大木化や老木化が進み、

更なる管理コストの増加が予想されます。 

 

                                                               

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇剪定費の推移 
剪定に要する費用は 20 年前と比較すると約２／３に減少している一方、管理本数に対し

ての剪定本数の割合は約２％上昇していますが、市内に植栽されている街路樹は落葉樹かつ

成長が早い特性を持つ樹種の数量が多いことから、街路樹の成長による作業負担の増加や老

木化等により伐採が必要なもの、大木化により道路の安全性に支障を来す樹木の伐採費用等

が必要となっていることに加え、近年の労務単価の上昇もあいまって街路樹の剪定コストが

上昇しています。

年　度 管理本数
剪定本数

（管理本数に対しての割合）
剪定費用

平成１４年度 ７，２５２本
９９７本

（１３．７％）
１５，４８７千円

令和　４年度 ５，６６１本
９００本

（１５．８％）
１０，２７４千円

表　高木の管理本数・剪定本数・剪定費用の比較 

千円
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〇樹木の成長によるコスト増 
本市では緑化推進及び緑量の増加を目的として成長の早い高木樹種（プラタナス等）が多く植

栽されているため、本来であれば毎年剪定する必要が生じている路線も多数存在しています。 

また大木化・老木化に伴い過密かつ肥大に成長しているため剪定頻度も増えており、１本当た

りの管理コストが上昇しています。 

１本当たりの必要な管理コスト

安
い

高
い

現在
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６）維持管理費圧迫の要因 
大木化・老木化した街路樹が増えたことにより維持管理費が増加していますが、過去５年間に

おける街路樹剪定本数の履歴を見ますと、本市における街路樹剪定の大部分は、プラタナスの剪

定が主体となっていることがわかります。 

プラタナスは、環境への適応力が高く丈夫に育つことから、かつては街路樹としての需要が高

く、本市においても積極的な植栽が行われておりましたが、枝葉の処理にコストがかかり、毎年

剪定が必要となるため、やむを得ず２年に１回の強剪定に抑える等、維持管理費を圧迫している

大きな要因となっています。 

言い換えれば、プラタナスの剪定費が過度な負担となり、他の街路樹の剪定まで手が回らない

状態になっているとも言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：本

剪 定 R1 R2 R3 R4 R5 備 考
プラタナス 649 486 629 488 628 2年に1回で一巡
その他樹種 171 364 685 412 238 

合 計 820 850 1,314 900 866 

単位：千円

R1 R2 R3 R4 R5 備 考
剪定費用 8,206 8,272 11,748 10,274 11,847 ※剪定費のみ
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（３）本計画の位置づけ 
本計画は、これまで実施されてきた滝川市の公園緑地に関する計画を引き継ぎつつ、「滝川市都

市計画マスタープラン（R06.03 改定）」「滝川市緑の基本計画（R02.02 改定）」の理念に基づき、

快適な道路空間・歩行空間を両立するとともに質の高い維持管理へと転換し、新たな街路樹の維持

管理体制を確立することを目的として、「滝川市街路樹適正化計画」として定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）適用の範囲 
本計画は、滝川市が管理する市道に設置された街路樹等の緑化整備や維持管理について適用

します。 

国及び北海道が管理する道路に設置されている街路樹については、それぞれの機関に定める

計画や基準等を踏まえた上で、それぞれの管理者と適宜連携を図りながら、より良い道路空間形

成を推進します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝川市街路樹適正化計画

滝川市総合計画

滝川市都市計画マスタープラン 
滝川市立地適正化計画 
など各種の関連計画

滝川市緑の基本計画 
・緑地の保全及び緑化の目標 
・緑地の配置方針 
・緑地の保全及び緑化推進の施策 

など
連携･整合
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第２章　街路樹の基礎調査 
 
（１）点検調査 

 

本計画策定に先立ち、現在の街路樹の状態を把握するため、主に居住区域に植栽されている街路

樹 4,097 本を中心に点検調査を行い、樹木の健全度を A～D の 4 区分による判定を設けました。

本点検調査により、樹木全体に劣化が進行している C 判定が 679 本、老木化により重大な事故

につながる恐れがあり、かつ緊急対応を要する D 判定となった街路樹が 682 本あることが明ら

かとなりました。 

 
１．調査方法　専門業者による近接目視点検 
２．調査期間　令和５年 11 月８日から令和６年３月 15 日 
３．調査本数　4,097 本（郊外部を除く。） 

 

点検調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

判定区分：A～D による判定 
A： 全体的に健全である。緊急の対応の必要はないため、日常の維持保全で管理するもの。 
B： 全体的に健全だが、部分的に劣化が進行している。緊急の対応の必要性はないが、維持保全での管理の中

で、劣化樹木について定期的な観察が必要なもの。 
C： 全体的に劣化が進行している。現時点では重大な事故につながらないが、伐木等必要なもの。 
D： 全体的に顕著な劣化である。重大な事故につながる恐れがあり、早急の対応を必要するもの。 

 
 
（２）事故防止のための緊急対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 判定区分 本　　数 路　線　数
 A・B ２，７３６本 ３９路線

 C ６７９本 １８路線

 D ６８２本 ３６路線

 合　計 ４，０９７本 ９３路線

点検調査結果により、緊急対応が必要な D 判定の街路樹及び一

部 C 判定の街路樹について、重大な事故発生の防止や、歩道及び

道路の安全性の確保、市民生活に影響を及ぼす可能性のある街路樹

を最優先として緊急的に街路樹の伐採を実施しました。
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（３）点検及び緊急対応後の状況 
 

早急な対応を要する C・D 判定の街路樹を伐採したことにより、当面の歩道及び道路の安全性

等を確保することができましたが、伐根を完了していないため、順次伐根作業を行っていく必要が

あります。 

また、劣化が進行している伐木等が必要な C 判定の街路樹が一定数残存していること、その他

の健全な状態の街路樹についても、時間の経過とともに老木化が進行することが予想されるため、

これらの街路樹の管理について、本計画で示す方針に基づき適正に管理を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伐採対応後の結果（令和 6 年 3 月末） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 判定区分 本　　数 路　線　数 備　考
 A・B ２，７３６本 ３９路線

 C ４８０本 ４９路線 令和８年度以降、順次伐採予定

 D 0 本 ０路線

 合　計 ３，２１６本 ８８路線 ※居住区域に植栽されている街路樹
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～　市民の豊かな暮らしを支える、持続可能な緑を目指して　～

 

第３章　街路樹の適正化に向けて 
 
（１）街路樹適正化の基本的な考え方 
 

これまで滝川市では、緑の「量的確保」の観点から、道路整備に合わせて多くの街路樹を植栽し、

道路の緑化推進が進められてきましたが、植栽後一定の期間が経過し、一部では大木化や老木化、

生育環境の悪化などが見られ、道路交通の安全や市民生活に悪影響を及ぼす状況が現れてきまし

た。また、限られた予算の中では、現在の街路樹全てを健全に管理していくことは限界にきていま

す。 

しかし、街路樹には滝川市の景観形成や沿道環境の保全・交通安全等の機能があり、それらの効

果を確実に発揮できることが重要です。これからは、街路樹１本１本が生き生きと彩り、市民が緑

で心を癒やし、安全安心に過ごせる道路空間の形成を図り、 

 

 

 

（２）基本理念と方針 
 

「滝川市緑の基本計画（R02.02 改定）」における将来像（緑のコンパクトタウン たきかわ）に

基づき、街路樹が抱える様々な問題を解決するため、街路樹の健全な生育環境を再整備するととも

に、街路樹を美しく健全に保つための十分な管理を持続できる配置や管理体制づくりを進め、適正

化に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１：健全な緑の管理 
・樹木の健全な生育　　　　　　・緑のリユース 

基本方針２：人に快適な街路樹 
・より安全な道路空間に　　　　・より快適な歩行空間に 

基本方針３：地域の風景を守る 
・景観をつくる　　　　　　　　　  ・歴史を守る 

基本方針４：市民とともに 
・地域や企業との協働　　　　　・市民とともに考える 

を目指します。
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（３）滝川市の街路樹の将来像 
 

今後は、限られた予算のなかで持続可能な街路樹の管理を目指し、これまでの「量的確保」から

「適正配置と質の向上」を図ることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

街路樹の「適正配置と質の向上」を図るため、本市で管理、把握している約 5,700 本の街路樹

を今後約 10 年間で 1／3 程度まで削減し、管理コストの負担低減、歩道及び道路の安全性の確保

を目指します。 

　また、管理本数を減らした後の健全な街路樹は、景観形成や沿道環境の保全・交通安全機能等の

維持向上の観点から、路線ごとの適正な配置や丁寧な管理を行い、健全な生育環境を整備していく

ことを目指します。 

　なお、大木化・老木化が進行し、維持管理費増加の大きな要因となっているプラタナスについて

は、「滝川市緑の基本計画」における市街地街路樹景観の重点管理路線（滝新通り線）を除いて、

積極的に管理本数を減らしていくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和６年と令和７年は、令和５年に実施した伐採木の抜根を中心に実施する予定のため、本数に

変動が無い見込 

 

 

量的確保 
緑化保全

適正配置 
質の向上

これまで これから

5,661

4,780 4,780 4,406
4,032 3,658

3,284
2,910 2,660 2,410 2,160 1,900

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

街路樹管理本数の計画見込
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（４）将来管理本数の計画的な推進に向けて 
 

基礎調査結果や維持管理費圧迫の要因などを考慮して、必要な街路樹の伐採（間引き）を以下の

方針のもと優先順位を付けて計画的に実施していくこととします。 
 
 

～街路樹の伐採方針～ 
 

①健全度 C 判定となった樹木の伐採を優先して実施することで、安全性の確保を図ります。 
 

②維持管理費圧迫の要因となっているプラタナスについては、積極的に伐採（間引き）を進めることで、維持
管理コストの早期縮減を図ります。 

 
③道路の安全な通行や見通しの確保などを図るため、支障木や不適合木の伐採を進めます。 

 
④健全な街路樹の生育を確保するため、樹間が狭くなっている密集木は間引きます。 
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第４章　街路樹適正化方針 
 
基本方針１ 

～健全な緑の管理～ 
街路樹の１本１本が美しく健全に生育することができるよう、より良い環境を整えて、樹種の特性や樹齢、

状態に応じた管理を行います。 
 
 
（１）基本的な考え方 

〇 樹木の健全な生育 
 　街路樹同士が近接し過ぎたり、建物・電線・地下埋設物等に生育を阻害されたりしている街

路樹に対しては、良好に生育し、樹形を保つことができる環境を作ります。また、大木化・老

木化・病虫害による空洞化などが心配される樹木に対しては、専門家が診断し、緑を守る努力

をします。 

〇 緑のリユース 
 　伐採した樹木を有効活用することに加え、緑を必要としている公園などに街路樹を移植し、

緑を有効に活用します。 

 

（２）具体的な取り組み 
〇 密集した樹木を間引く 

 　これまでは街の緑の量を増やすため、プラタナスなどの成長の早い樹種を植栽するととも

に、密に植樹を行ってきました。樹間が狭い樹木は、成長に伴い互いに生育空間を狭めたり、

病気や害虫など伝染につながったりすることがあります。そのため、樹間が狭い街路樹は間引

き、適正な生育空間をつくります。 

　　　【取り組み例】 
・植栽間隔（概ね 10ｍ未満）が詰まり健全な生育を阻害している街路樹の間引き 
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〇 樹形・高さの統一化 
 　道路空間に対し大きく成長し過ぎた並木では、建物や電線の影響で個々の樹木の樹形や樹

高がまばらになっている場合があるため、剪定による樹高の引下げを行い、樹形と樹高を美し

く統一します。 

　　　【取り組み例】 
　　　　・歩道幅員や境界との離隔距離、車道への影響（建築限界）等といった沿道環境を考慮し

た適正な樹形へと剪定 

・大木化した街路樹を更新又は樹形の再生を行い、適正な剪定による維持管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 専門家による診断と早期手当 
 　老木化した樹木や病虫害を受けた街路樹は、造園会社などの専門家による診断を行い、適切

に治療します。治療できない場合は、倒木の恐れがあるので安全を優先し伐採します。 

　　　【取り組み例】 
　　　　・倒木等の危険がある大木、老木の更新及び伐採 
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〇 街路樹のリユース 
 　地球温暖化防止や SDGｓの観点から、伐採した街路樹の発生材（伐採木等）を加工するこ

とや、木質バイオマスとして有効活用を図ることを目指します。 

また、車両出入口を設けるために伐採が必要となった街路樹は、道路法第 24 条の道路工事

施行承認申請により伐採が認められていますが、代替の樹木を公園に移植することとし、より

良い新たな場所で生育できるよう努めます。 

        

 

 

 

 

 

基本方針２ 
～人に快適な街路樹～ 

街路樹は人に潤いをもたらす一方で、道路交通を妨げている場合があります。そのようなときは、歩行者や
自動車の安全を優先し、対処します。 

 
（１）基本的な考え方 

〇 より安全な道路空間に 
 　標識や信号等の視認性が低下したり、交差点・横断歩道周辺の見通しを阻害したりするなど、

交通安全に支障を及ぼす街路樹は伐採します。 

〇 より快適な歩行空間に 
 　大木化により歩行空間を過度に狭めていたり、根上りによる段差が発生したりするなど、歩

行者の安全性や快適性に支障を及ぼす街路樹は伐採し更新します。 

 

（２）具体的な取り組み 
〇 支障木の伐採 

 　道路の安全な通行や見通しの確保を図るため、危険な樹木や信号、道路標識に近接し過ぎる

街路樹、交差点・横断歩道周辺の見通しを阻害する街路樹は伐採します。 

　　　【取り組み例】 
　　　　・倒木や落枝の危険がある大木、老木の伐採及び更新 

　　　　・交差点部に植栽された街路樹や標識・信号・照明灯の支障木を伐採及び更新 
 

 

 

 

 

 

 

例：伐採木を加工した薪 代替樹木の移植（北海道の森）
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〇 樹形の縮小 
 　民有地への枝の張り出しや過剰な落ち葉など、大木化により市民に過度な影響を及ぼす街

路樹は、樹形を縮小し影響を小さくします。 

　　　【取り組み例】 
　　　　・侵入枝が著しい街路樹は樹形再生により隣地境界との離隔距離（クリアランス）確保 

 

 

 

 

 

 

 

〇 不適合木の伐採 
 　歩行者の安全な通行を確保するため、必要な有効幅員が確保できていない幅の狭い歩道の

街路樹や、民有地側に植栽され枝葉が民有地にかかるのを避けるため不自然な樹形となって

いる街路樹は伐採します。 

　　　【取り組み例】 
　　　　・必要な有効幅員（歩行空間）が確保されていない箇所の街路樹の伐採 

　　　　・民有地側に植栽されている街路樹の伐採 

 

 

 

 

 

 

〇 根上り対処 
 　根上りがある街路樹に対して、植栽基盤の改良や根上りの原因になっている根の切断や除

去を実施し、問題を解決します。 
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基本方針３ 
～地域の風景を守る～ 

滝川市の街路樹は四季を感じる景観の一部として市民の心を癒やしています。引き続き、滝川市を彩る
街路樹をより良い状態で守っていきます。 

 
（１）基本的な考え方 

〇 景観をつくる街路樹の保全 
滝川市の景観をつくる街路樹をより良い状態で保全します。 

〇 愛される街路樹の保全 
 　市街地の環境を良くし、地域住民に愛されシンボルとなっている街路樹をより良い状態で

保全します。 

 

（２）具体的な取り組み 
〇 美しい景観をつくる街路樹の保全 

 　滝川市の景観をつくる街路樹として、特に四季を感じることのできる街路樹が連続する東

二号通（東第１授業場通り線）のイチョウ並木は、国道とも交差するゲートウェイ空間の緑で

もあり、滝川市が誇る優れた街路樹の最重要路線として、より良い状態で保全・PR を行って

いきます。 

　　【取り組み例】 
　　　・重点管理路線は必要に応じて軽剪定を加えるなど、きめ細やかな剪定を行い美しい樹形に

仕立て、風格ある街路景観を創出 

 

                                               
 

 

 

 

 

基本方針４ 
～市民とともに～ 

街路樹は市民と身近に関わり、地域の魅力を高め、市民に憩いをもたらしています。そのような街路樹を市
民と協働で守り、次の世代につなげます。 

 
（１）基本的な考え方 

〇 市民とともに考え・行動する 
 　地域に根付いた街路樹の今後について、市民とともに考え、協働できるよう努めます。 

〇 地域や企業の協力を得る 
周辺地域や周辺立地企業とともに環境保全を目指します。 
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（２）具体的な取り組み 
〇 市民とともに考える 

 　街路樹に大きな変更を加える場合には必要に応じて地域で話合いを行い、市民と市がそれ

ぞれの思いを伝え、分かち合い、協働の可能性や活用アイディアを検討の上で実施します。 

 

〇 市民とともに行動する 
 　地域の街路樹を守り、保全するための市民活動（草刈り・落ち葉拾い等）を推進し支援しま

す。（落ち葉用ゴミ袋の配布と回収等） 

 

 

 

 

 

 

 
〇 地域協働による管理体制 

 　市営住宅や工業団地、商店街などに植栽された受益者が限られた街路樹は、管理の協力体制

や街路樹の適正量を関係者と協議し、将来を見据えた上で地域に無理のない協働の体制づく

りを進めます。 
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第５章　街路樹適正化に向けたスケジュールと進行管理 

（１）事業の優先順位 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　〇 緑のリユース（伐採した樹木の有効活用） 
〇 樹木剪定及び重点管理路線のきめ細やかな維持管理

上記事業と並行して…

【歩行者等の適切な空間確保】　　　　　　　　　【事業区間：約２～３年】 
　　　　　　　　　　 〇不適合木の伐採　　 
　　　　　　　　・必要な有効幅員が確保されていない箇所の街路樹の伐採 

　　　　　　　　・民有地の際に植栽されている街路樹の伐採 

　　　　　　　　　　 〇根上り対処 
　　　　　　　　・根上りがある街路樹の根の切断や除去を実施

２

【健全な緑の管理】　　　　　　　　　　　　　　【事業区間：約３～４年】 
　　　　　　　　　　 〇密集した樹木を間引く　　 
　　　　　　　　・植栽間隔（おおむね 10ｍ未満）が狭い街路樹の間引き 

　　　　　　　　　　 〇樹形の縮小 
　　　　　　　　・侵入枝が著しい街路樹の樹形再生

３

【美しい街路樹へ】 
　　　　　　　　　　 〇樹形・高さの統一化　　 
　　　　　　　　・歩道幅員や建築限界等の沿道環境を考慮した適正な樹形へと剪定 

　　　　　　　　・大木化した街路樹の更新等による適正な維持管理

４

【より安全な道路・歩行空間へ】　　　　　　　　【事業期間：約２～３年】 
　　　　　　　　　　 〇危険木や支障木の伐採（健全度 C 判定樹木） 
　　　　　　　　・倒木の恐れのある老朽化した街路樹の伐採 

　　　　　　　　・交差点から 20～30ｍ以内の街路樹の伐採（視距確保） 

　　　　　　　　　　 〇プラタナスの伐採（間引き） 
　　　　　　　　・維持管理費低減に向けた積極的な間引き 

１
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（２）街路樹適正化計画の進行管理 
〇 計画の実現に向けて 

 　街路樹の適正化に当たっては、限りある財源を有効に活用し、効率的に本計画を実施するた

め柔軟な対応が必要であり、優先順位に基づいた事業を推進するとともに、進捗状況の把握・

分析・検証を行って運用を見直すなど、効果の早期発現に向けた PDCA サイクルを確立して

いきます。 

また、毎年、計画の進捗確認を行い、進捗に遅れがある場合は原因の解消方法を検討し、状

況に応じて優先順位を再検討することで早期の適正化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｌａｎ 

計画策定 

及び改定

Ｄｏ 

事業実施

Ｃｈｅｃｋ 

事業進捗状況
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Ａｃｔｉｏｎ 

事業の 

運用見直し

滝川市街路樹適正化計画
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第６章　おわりに 
 

　　滝川市は、昭和 54 年６月に策定した「滝川市まちづくり計画」による、「滝川市長期開発基

本構想（昭和 53 年度～昭和 75 年度）」において、将来の都市像を 100,000 人と設定したこ

とにより、市街地の拡大を進めるための道路整備を行い、緑地の面積や植栽のボリュームを拡大

することが志向され、今日まで多くの街路樹を植栽し、市民に親しまれてきました。 

 

　　しかし、植栽から一定の期間が経過し街路樹が大木化していることや、管理費の縮減などによ

り、景観や安全を損なう状況も見られました。 

 

　　街路樹は滝川市の街並みを彩り、市街地では潤いをつくる重要な存在です。その一方で、街路

樹が植栽されている道路は、高齢者やこどもなど全ての人が安心して通行できる必要がありま

す。 

 

　　この計画では、滝川市の街路樹について保全していくものと、伐採するものを決めました。保

全する街路樹については、市民の皆さんの大切な財産として将来にわたり丁寧に管理していき

ます。 

 

　　また、今後新たに整備する路線の街路樹についても、安全安心で美しい街並み形成のため、数

十年後の将来像を見据えて計画していきます。 

 

　　滝川市では、本計画に従い街路樹を適切に管理し、市民の皆様に親しまれ、喜ばれるような「市

民から愛される街路樹」として、市民の皆様との協働による緑化を目指していきます。 
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１）街路樹の管理基準 

２）街路樹の法的位置付け 

３）道路植栽にかかわる制約 

４）路線別適正化方針 
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■街路樹の管理基準 

街路樹の維持管理コストの抑制を図りつつ、より効率的な維持管理を行うための手法や技術

的な基準を設定します。また、街路樹の植栽にあっては、安全・安心で美しい街並みを形成する

ため、以下に配慮し統一的な街路樹の維持管理に努めることとします。 

 
 

１　街路樹は、路線ごとに同一種、同一規格、同一間隔で配植することとします。 

２　高木の植栽間隔は、10ｍを標準とします。 

３　新規に植栽する樹木の樹高は、おおむね 2.5ｍ～４ｍとし、幹周は 25 ㎝以下のものを標

準とし、維持管理負担の軽減の観点から剪定の手間や制限要因の少ないイタヤカエデや

ハクウンボク、ヤマモミジ等の樹種を選定します。（樹種は次ページの表を参照） 

４　交差点部の植栽は、交差点の隅切の起終点から 20～30ｍ程度は視距確保による安全性

の確保に努めるため植栽しないこととします。 

 

（更新及び補植基準） 

「更新」は「伐採」にかかる基準に該当する樹木が連続的に発生している箇所に適用

します。ただし、視距の確保や間引きによる「伐採」については植樹されている場所自

体に問題があることから「更新」として取扱わず、補植は行わないこととします。 

具体的な基準は以下のとおりとします。 

　　　１）調査により危険と判断された樹木や老木化が著しく多くある路線 

　　　２）著しい根上がりが連続して発生し、通行に支障がある路線 

　　　３）空き桝が多く発生している路線で樹種の更新が望まれる路線 

 

（伐採基準） 

１）信号、標識などに接近しすぎている樹木や、交差点付近など交通の安全を確保する

必要がある箇所において、見通しの確保を図る上で伐採が望ましい樹木 

（※信号、横断歩道の前後概ね 20～30ｍ以内または標識の前方３ｍ以内にあり、

視距を妨げる樹木） 

２）植栽間隔が基準（10ｍ）より狭く、間伐が必要な樹木 

３）歩道の有効幅員（２ｍ）が確保されていない樹木 

４）民有地の際に植栽され、不整形な樹形となっている樹木 

５）大木化等の理由から強剪定をした結果、良好な樹形の回復が見込めない樹木 

６）虫害や欠損による腐朽等による樹木の回復・成長が見込めないもの 

７）その他、将来管理本数を達成するために伐採が必要な樹木 

 

＜植栽基準＞

（※）
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樹種によって成長が早いものや遅いものなど違いがあるため、樹種ごとの特性や樹木の成

長を考慮して、以下のとおり剪定頻度を定めるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜剪定基準＞

表　主な樹種の特性及び剪定頻度

特　　　性 剪定頻度 樹　種

成長が早く、毎年の剪定を行うもの １年に１回程度

プラタナス

ニセアカシア

ネグンドカエデ

３年に１回程度 トチノキ

４年に１回程度 イチョウ

５年に１回程度

ハシドイ

ハルニレ

イタヤカエデ

基本的には無剪定での管理が可能な樹種 無剪定（※）

ヤマモミジ

ナナカマド

エゾヤマザクラ

参考）北海道の道路緑化に関する技術資料（寒地土木研究所）

成長がやや遅く、数年に一度の剪定を行うもの

（※無剪定とする樹種についても、著しく樹形が乱れたり家屋等へ支障をきたす状態におい

　　ては適宜剪定を行うものとする。）
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■街路樹の法的位置付け 
 

（１）道路法 
　　　（用語の定義） 

　　第２条　（略） 

２　この法律において「道路の附属物」とは、道路の構造の保全、安全かつ円滑な道路の交通

の確保その他道路の管理上必要な施設又は工作物で、次に掲げるものをいう。 

(２)　道路上の並木又は街灯で第 18 条第１項に規定する道路管理者の設けるもの 

　　　（道路の構造の基準） 

　　第 30 条　（略） 

３　前項に規定するもののほか、都道府県道及び市町村道の構造の技術的基準は、政令で定め

る基準を参酌して、当該道路の道路管理者である地方公共団体の条例で定める。 

 

　（２）道路構造令 
　　　（植樹帯） 

　　第 11 条の４　第４種第１級及び第２級の道路には、植樹帯を設けるものとし、その他の道路

には、必要に応じ、植樹帯を設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由に

よりやむを得ない場合においては、この限りでない。 

２　植樹帯の幅員は、1.5 メートルを標準とするものとする。 

３　次に掲げる道路の区間に設ける植樹帯の幅員は、当該道路の構造及び交通の状況、沿道の

土地利用の状況並びに良好な道路交通環境の整備又は沿道における良好な生活環境の確保

のため講じられる他の措置を総合的に勘案して特に必要があると認められる場合には、前

項の規定にかかわらず、その事情に応じ、同項の規定により定められるべき値を超える適切

な値とするものとする。 

(１)　都心部又は景勝地を通過する幹線道路の区間 

(２)　相当数の住居が集合し、又は集合することが確実と見込まれる地域を通過する幹線道

路の区間 

４　植樹帯の植栽に当たつては、地域の特性等を考慮して、樹種の選定、樹木の配置等を適切

に行うものとする。 

 

　（３）道路緑化技術基準 
第１章 総則  

１－１　基準の目的 

本基準は、道路緑化の一般的技術的基準を定め、その合理的な整備及び管理に資するこ

とを目的とする。 
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１－２　適用の範囲 

本基準は、道路において、緑化を図る場合に適用する。なお、法面緑化及び防災林の造

成については、本基準の対象外とする。 

１－３　道路緑化の基本方針 

道路緑化にあたっては、道路交通機能の確保を前提にしつつ、美しい景観形成、沿道環

境の保全、道路利用者の快適性の確保等、当該緑化に求められる機能を総合的に発揮させ、

もって、道路空間や地域の価値向上に資するよう努めるとともに、交通の安全、適切な維

持管理及び周辺環境との調和に留意しなければならない。 

１－４　用語の定義 

１　道路緑化 

道路において、樹木、地被植物若しくは草花（以下、「樹木等」という。）を保全又は

植栽し、これらを管理することをいう。 

　　　　　２　道路植栽 

道路において、保全又は植栽され、管理された樹木等をいう。  

３　高木 

道路植栽のうち、主に並木等の単木として使用する樹木をいう。  

４　中・低木 

道路植栽のうち、主に列植や群植として使用する樹木をいう。なお、一定の樹高を有

し遮蔽機能を有するものを中木、それより低木という。  

５　地被植物 

道路植栽のうち、芝、木本植物、草本植物、つる性植物、ササ類等の地表面を被覆す

る樹高の低い植物をいう。 

６　草花 

道路植栽のうち、花等の草本植物をいう。ただし、５の地被植物を除く。  

７　植栽地 

道路において、樹木等を保全又は植栽する場所をいう。  

８　環境施設帯 

植樹帯、路肩、歩道、副道等で構成される、幹線道路における沿道の生活環境を保全

するための道路の部分をいう。  

９　植栽基盤 

植物の根が支障なく伸長して、水分や養分を吸収できる土壌条件を備えている土層

をいう。 

 

第２章 整備  

２－１　計画  

１）道路計画においては、地域に求められる緑化の機能を考慮し、植栽地を適切に配置
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することが望ましい。 

２）植栽地の配置を計画する場合は、安全かつ円滑な交通の確保に留意しなければなら

ない。 

３）植栽地の意匠並びに樹木等の基本的な構成及び配置の決定にあたっては、気象条件、

緑化等に関係する地域の計画との整合、沿道状況、美しい景観形成、想定される維

持管理水準（剪定頻度等をいう。以下同じ。）等に留意することが望ましい。 

４）道路の整備が予定されている区域内に保存の必要性が高い植物がある場合は、その

存置や移植を検討しなければならない。 

　　　　２－２　設計  

１）植栽設計（植栽地の平面配置、樹種等、樹木等の具体の構成や配置の決定）にあた

っては、地域に求められる緑化の機能を考慮するとともに、安全かつ円滑な交通の

確保や他の構造物の保全、植栽基盤、想定される維持 管理水準、周辺の植生への

影響等に留意しなければならない。 

２）高木を植栽する場合は、植栽しようとする樹種の成長特性等を理解の上、目標とす

る樹形、樹高を想定し、植栽する道路空間や維持管理水準に見合った樹種、植栽間

隔とすることが望ましい。 

３）中・低木を植栽する場合は、供用後の枝葉の繁茂や剪定頻度等も考慮に入れ、交差

点内の視距や横断歩道を横断している又は横断しようとする歩行者等の視認性、

歩行者や車両の通行空間の確保に支障を生じないよう留意しなければならない。 

４）植栽地において雑草の発生等が見込まれる場合は、地被植物等を植栽することが望

ましい。 

５）他の構造物の点検や維持修繕が困難となる場所は、植栽地としてはならない。また、

樹木等の具体の構成や配置の決定にあたっては、樹木等の成長により他の構造物

に影響が生じないよう留意しなければならない。 

６）環境施設帯は、沿道環境が適切に保全されるように樹木等の具体の構成や配置を定

めなければならない。また、幼木の植栽により樹林を造成する場合は、成長に応じ

た間伐等を考慮し、樹木等の具体の構成や配置を設計することが望ましい。 

２－３ 施工  

１）樹木等の植栽は、植物や地域の特性に応じた時期や手法を踏まえて行うことが望ま

しい。また、植栽の活着状況に応じ適切な保護養生を行うことが望ましい。 

２）既存の樹木等の存置又は移植にあたっては、保全対策を講じることが望ましい。 

 

第３章　管理  

３－１　道路巡回  

１）樹木等の管理にあたっては、道路巡回や道路利用者等からの道路の異状等に関する

情報の活用により、道路交通への支障や道路利用者等の危険の未然防止に努めな

ければならない。 
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　　　　　２）通常巡回においては、落枝、枯損樹木、横断している、若しくは横断しようとする

歩行者等又は道路標識の視認性への影響の有無等を確認することに努めなければ

ならない。 

３）定期巡回においては、落枝、枯枝、枯損樹木の有無等の確認のほか、キノコ等の発

生、他の構造物への干渉等の枯損や倒伏に繋がる事象を確認することに努めなけ

ればならない。 

４）台風や大雪、地震等の異常気象時や災害発生時においては、異常時巡回により、樹

木の被災状況及び道路交通等への影響を確認しなければならない。また、異常気象

による被害が予想される場合は、通常巡回や定期巡回により確認された異状又は

その兆候を踏まえ、枯枝の除伐等の事前の保護対策を講じることが望ましい。 

５）異状又はその兆候が確認された場合は、必要に応じて専門家による調査を行うなど

の方法により、樹木の健全度について確認し、安全の確保の観点から対策の必要性

及び緊急性を判断したうえで、必要な対策を適切に行わなければならない。 

３－２ 道路植栽及び植栽地の管理  

１）道路植栽の健全な生育及び緑化機能の維持向上、道路巡回で確認された事象への対

応、道路利用者等の安全への影響の未然防止を図るため、剪定、除草、病虫害防除、

灌水等を適切な時期に行うことが望ましい。 

２）日本風景街道等の美しい景観形成が必要な地域や、景観法に基づく景観重要公共施

設においては、樹形や植栽地の美しさを維持できるよう、十分な 剪定や除草等の

頻度を確保し、適切な方法で措置を講じることが望ましい。 

３）草花は定期的な植替えが前提となることから、季節に応じた計画的な植替えを行え

るよう、沿道住民等との協働等、継続的な管理体制を構築することが望ましい。 

３－３ 樹木の更新  

１）樹木については、道路利用者等の安全確保を考慮して、落枝、病虫害・空洞等の活

力低下が確認され、倒伏等に繋がるおそれがある場合、大径木化による道路交通や

他の構造物への影響等が確認あるいは想定される場合には、危険回避のための除

伐や未然防止のための更新その他の措置の必要性や緊急性等を総合的に検討し、

適切な措置を講じなければならない。 

２）大径木化、高木化等により道路の区域内で健全な樹形や良好な景観が維持できなく

なると予想される場合には、計画的かつ段階的な更新を行うことが望ましい。 

３）更新にあたっては、従前の道路植栽にこだわらず、道路利用状況、沿道状況等の変

化を考慮し、植栽計画や植栽設計を再検討することが望ましい。 
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■道路植栽にかかわる制約 
 

道路には、地上空間に街路灯や交通標識などの道路附属物のほか、電柱などの占用物件があり、

また、地下空間にも上下水道管やガス管、共同溝など様々な施設があり、街路樹と空間的に競合

しています。これらの制約の中、街路樹の植栽及び維持管理を行っていくことが必要となります。 

 

（１）建築限界（道路構造令　第 12 条） 
道路法に基づく「道路構造令」では、市町村道の一般的技術基準等を定めています。 

同令第 12 条では、道路上で車両や歩行者の交通の安全を確保するため、ある一定の道路空 

間を「建築限界」と定めており、街路樹の植栽・生育空間が制約されています（図 参 1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

（２）滝川市道路構造等条例  
「滝川市道路構造等条例」では、道路構造令で定める一般的技術的基準を参酌した「植樹帯等

の技術的基準」を定めています。本条例では、交通量の多い主要な道路には必要に応じて、街路

樹を植栽するものとし、その場合、植樹帯の幅員は 1.5ｍを標準とするものと定めています。 

一方で、歩道を設ける場合、歩行者の交通量が多い市道では幅員 3.5ｍ以上、その他の市道に

あっては幅員 2ｍ以上とするものと定めています。 

しかしながら、整備から相当年数が経過している道路は、現在の基準を満たしておらず、歩道

空間や植樹帯等の幅員が十分に確保できていないといった問題が生じています。 

（植樹帯） 

第 14 条　第４種第１級及び第２級の道路には、植樹帯を設けるものとし、その他の道路には、

（※冬期積雪によるクリアランスの減少がある場合は、+0.2ｍを確保することが望ましい。）
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必要に応じ、植樹帯を設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむ

を得ない場合においては、この限りでない。 

２　植樹帯の幅員は、1.5 メートルを標準とするものとする。 

３　次に掲げる道路の区間に設ける植樹帯の幅員は、当該道路の構造及び交通の状況、沿道の土

地利用の状況並びに良好な道路交通環境の整備又は沿道における良好な生活環境の確保のた

め講じられる他の措置を総合的に勘案して特に必要があると認められる場合には、前項の規

定にかかわらず、その事情に応じ、同項の規定により定められるべき値を超える適切な値とす

ることができる。 

(１)　都心部又は景勝地を通過する幹線道路の区間 

(２)　相当数の住居が集合し、又は集合することが確実と見込まれる地域を通過する幹線道路

の区間 

４　植樹帯の植栽に当たっては、地域の特性等を考慮して、樹種の選定、樹木の配置等を適切に

行うものとする。 

（歩道） 

第 11 条　第４種（第４級を除く。）の道路（自転車歩行者道を設ける道路を除く。）、歩行者の

交通量が多い第３種（第５級を除く。）の道路（自転車歩行者道を設ける道路を除く。）又は自

転車道若しくは自転車通行帯を設ける第３種若しくは第４種第４級の道路には、その各側に

歩道を設けるものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合に

おいては、この限りでない。 

２　第３種又は第４種第４級の道路（自転車歩行者道を設ける道路及び前項に規定する道路を

除く。）には、安全かつ円滑な交通を確保するため必要がある場合においては、歩道を設ける

ものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては、こ

の限りでない。 

３　歩道の幅員は、２メートル以上とするものとする。ただし、地形の状況その他の特別の理由

によりやむを得ない場合においては、この限りではない。 

４　横断歩道橋等又は路上施設を設ける歩道の幅員については、前項の規定による幅員の値に

横断歩道橋等を設ける場合にあっては３メートル、ベンチの上屋を設ける場合にあっては２

メートル、並木を設ける場合にあっては 1.5 メートル、ベンチを設ける場合にあっては１メ

ートル、その他の場合にあっては 0.5 メートルを加えて同項の規定を適用するものとする。

ただし、第３種第５級又は第４種第４級の道路にあっては、地形の状況その他の特別の理由に

よりやむを得ない場合においては、この限りでない。 

５　歩道の幅員は、当該道路の歩行者の交通の状況を考慮して定めるものとする。 
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